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処 理 条 件
未 処 理 布
石炭酸4％，40°C，15sec．一→水酸化ナト
リウム1％，40°C，15sec．一一→トリエタノ
ー ルァミン1％，40°C，15sec．
照射しない
60kc照射
フライスA　　　フライスB
水分率（％）　増加率（％）
3．9
水分率（％）
3．8
4．6 18．0 4．6
4．9 25．6 4．8
増加率（％）
21．1
26．3
％増加し，処理により強く伸びも大きくなっている。石
炭酸溶液5％濃度で4分間処理の場合には収縮率が高
く，強度・伸度の増大も著しいことから，収縮に伴なう
糸密度の増加が強度・伸度増大の原因ではないかと考え
られる。
　切断に至る迄の強伸度曲線を表一6のa・b・c・dに
つき図一3に示す。未処理布では荷重約5Kg以下の伸度
は大きいが以後曲線が立っているのに反し，処理布では
低荷重での伸びが少なくなり全体に大きく伸びた曲線
を描いている。全体の伸びは大きいにもかふわらず低荷
重での伸度減少，従ってヤング率が高くなって絹に近づ
き，それが感触に影響し腰のあるようなしかも弾性に富
んだ感触を与えているのではないか。しかし更に収縮が
進行し硬化した処理布では強伸度の増大は見られず，伸
度の低下が顕著であろう事は容易に推考される。
　5．吸湿性の変化
　ナイロン編地の吸湿性は処理によりどの程度変化を生
ずるか，先に用いた18Gのフライス編地2種につき水
分率を調べた。薬品のみの処理による場合は未処理布に
比べ0．7～0．8水分率が増加し，未処理布に対する増加
率は18．0～21．1％である。超音波60kcを照射した場
合には水分率が未処理布より1．0増加し，未処理布に対
する増加率は25．6～26．3％である（表一一7）。
　この結果は石炭酸溶液で前処理して染色にあたると染
着性が良くなる現象と一致しており，繊維の膨潤が関係
しているのではないかと考えられる。Ultrason加工で
は吸湿性が従来のナイロンに比して40％も増え，　さわ
やかなはき心地の靴下が得られたと述べられている13）。
　処理布の感触が耐洗たく性か否か調べるため，噴流式
電気洗たく機を用いて1回10分の洗たくを12回行なっ
たところ，感触が元に戻るような事はなかったが，処理
布の汚染が見られた。石炭酸溶液の前処理により染着性
が向上するように，他の洗たく物からの汚染など受けや
すくなっているのではないか。
　6．繊維表面の観察
　電子顕微鏡による繊維表面の観察結果は，図一4のよ
うである。処理前および薬品処理後の繊維表面は同様に
平滑であるが，超音波照射により凹凸の波紋状を生じて
いる。溶液への浸漬処理は感触変化を生じたが，繊維表
面の変化はみられない。このことから薬品の働きのみで
繊維表面は変化しないが，フィラメントが膨潤し融着し
時には硬化して，編地全体の感触を微妙に変えているの
ではないかと考えられる。他方超音波照射の感触面にお
ける効果は特に認められないが，繊維表面には波紋状を
生じている。この表面変化はフィラメソトの膨潤，融着，
硬化，編地の収縮のような変動に優先されてか感触に表
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図一4．　ナイロン繊維表面の電子顕微鏡写真
1．未処理
2．石炭酸溶液4％，40°C，15sec・→水
　酸化ナトリウム溶液1％，40°C，15sec・
3．2の処理に超音波20kcを照射
3
われていないが，編地やフィラメントの変化を緩和し，
繊維表面の変化を著しくする事が可能なら，これ迄と異
なった感触が得られるのではないかと考えられる。
要 旨
　実験には編地の組織，密度，フィラメントの太さ，染
色，仕上げ，処理剤の濃度，温度，処理時間，浴比，超
音波の周波数，照射時間など多数のファクターが考えら
れるため，組み合わせにより一様でない結果もでている
が次のようにまとめられる。
　1．ナイロンに及ぼす石炭酸の影響は大きく，目的とす
る感触には達しないがワクシー感，ぬめり感のやふ除去
された弾性に富んだ感触が得られた。石炭酸溶液では濃
度，温度の影響が強く，濃度4％前後，温度40～60°
Cに於いて編地の収縮が進行し，やふ良好な感触を生じ
ている。　3％濃度では60，70°Cの温度においても収
縮，感触変化は少ないが，5％濃度では変化が著しく感
触は硬化する。更に濃度を高めると顕著な変化を生じ，
温度上昇に伴ない溶解し始める。
　2．処理時間は15秒前後が好ましく，1分，4分の処
理でも効果は少ない。石炭酸と柔軟剤トリエタノールア
ミンの混合溶液で処理を行なった場合に，石炭酸の作用
が緩慢になりトリエタノー一ルアミンの作用が発揮される
ためか，好ましい感触が得られた。
　3．超音波照射の影響は感触，収縮変化の面では明ら
かでないが，電子顕微鏡による観察から繊維表面に波紋
状の凹凸が認められた。更に綿密な条件の選定，組み合
わせにより繊維表面の波紋を著しくし，感触へ影響を及
ぼす事も可能なのか今後検討したい。
　4．編地の収縮に伴なう単位面績内の糸密度増加が原
因と考えられるが，処理布は未処理布に比較し引張強度・
伸度共に増大している。強伸度曲線は強度，特に伸度軸
に大きく伸びているが，低荷重では未処理布に比べて曲
線が立っている事から，ヤング率が高くなり絹に近づい
ていることがわかり，感触変化と一致している。
　5．処理による繊維の膨潤が関係しているのか，薬品
のみの併用処理において未処理布に対し，　18．0％，超
音波を照射した場合には未処理布に対し約26．0％の水
分率増加を生じている。従って吸湿性が増加し必然的に
制電性も付与されるため，種々な点で着心地が良くなる
と考えられる。
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Abstract
　Our　clothing　life　is　various　and　higher　as　today，　clothes　are　required　silky　touch，　soft　and　a　little
rich　in　elastic－then，　many　studies　are　tried　to　gain　silky　touch，　for　example，　Qiana，　Benzoate・
Promix，　etc．　I　adopted　a　different　method　by　means　of　phenol　of　nylon　hydrolysis　reagent，　sodium
hydroxide　for　neutralization，　trietanolamine　for　softening　agent　and　apPlied　ultrasonic　waves・The
effect　of　phenol　against　nylon　are　intensive，　especially　by　the　treatment　4％，40～600C・after　15
seconds　past，　Nylon　knitted　fabrics　shrinks　fairly　and　shows　comfortable　handling・In　the　mechanical
property，　tensile　strength　declines　at　filament　but　rises　at　fabrics　for　the　increase　of　yarn　density
through　shrinkage．　Stress－strain　curve　shows　apProaching　Silk・Electron　microscope　shows　a　little
change　on　fiber　surface　by　the　ultrasonic　waves，　but　handling　are　not　changed・Treated　fabrics
increases　moisture　regain　18％～26　％．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　for　publication　September　30，1971）
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